
　
　
　

は
じ
め
に

　『
温
故
抄
』
は
、『
続
古
今
和
歌
集
』
の
追
加
撰
者
の
一
人
で
あ

る
藤
原
行
家
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
三
巻
か
ら
な
る
歌
書
で
あ
る
。

　『
続
古
今
和
歌
集
』
完
成
の
翌
年
の
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）

頃
に
第
一
次
本
が
成
立
し
、
以
後
、
増
補
さ
れ
、
文
永
八
年
十
月

十
三
日
以
前
に
成
立
し
た
と
目
さ
れ
て
い
る（
１
）。
上
・
中
巻
は
『
古

今
和
歌
集
』
か
ら
、
下
巻
は
『
後
撰
和
歌
集
』、『
拾
遺
和
歌
集
』

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
歌
を
抄
出
し
（
以
下
、
抄
出
歌
）、
抄
出
歌
を
本

歌
や
発
想
源
に
し
た
歌
（
以
下
、
例
歌
）
を
併
記
す
る
。

　
本
稿
で
は
、下
巻
に
み
え
る
欠
文
歌
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　

二　
『
温
故
抄
』
下
巻
の
例
歌
二
首
─
そ
の
１
─

　
〽�

す
み
よ
し
の
き
し
も
せ
ざ
ら
ん
物
ゆ
へ
に
ね
た
く
や
人
に
待

と
い
わ
れ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
一
三
九
）

　
　
　
　
　
あ
る
人
の
い
わ
く
住
吉
の
明
神
の
た
く
せ
ん
と
ぞ

　
　
　
　
建①

仁
三
年
八
月
十
五
夜
和
歌
所
当
座
月
五
十
首
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
家
卿

　
　�

き
し
も
せ
じ
ね
た
く

わ
び
ぬ
月
に
は
な
の
れ
庭
の
松

か
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
一
四
〇
）

　
　
　
　
建②

保
三
年
内
大
臣
家
百
首
に
寄
名
所
恋

　
　�
す
み
の
江
の
松
の
ね
た
く
や
よ
る
波
の
よ
る
と
は
歎
く
夢
を

だ
に
み
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
一
四
一
）

　
庵
点
が
付
さ
れ
た
和
歌
は
、『
拾
遺
和
歌
集
』
の
抄
出
歌
（
神

楽
歌
・
五
八
七
）
で
、〈
住
吉
の
岸
の
松
で
は
な
い
が
、
あ
な
た

『
温
故
抄
』
下
巻
の
欠
文
歌
に
つ
い
て

藤
　
川
　
功
　
和

− 13 −
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定
家
は
当
該
歌
を
左
記
の
如
く
『
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
に
も

撰
ん
で
お
り
、
同
じ
百
首
歌
の
恋
二
十
五
首
の
一
首
と
番
え
て
い

る
。「
す
み
の
江
の
」
詠
は
、
勅
撰
集
や
私
撰
集
へ
の
入
集
は
見

な
い
が
、
定
家
は
自
詠
の
代
表
歌
の
一
首
と
捉
え
て
い
た
と
思
し

い
。

　
　
　
五
十
六
番
　
左
持
　
内
大
臣
家
百
首
建
保

　
　�

よ
と
と
も
に
吹
上
の
浜
の
し
ほ
か
ぜ
に
な
び
く
真
砂
の
く
だ

け
て
ぞ
思
ふ

　
　
　
　
右
　
同
上

　
　�

住
の
江
の
松
の
ね
た
く
や
よ
る
浪
の
よ
る
と
は
な
げ
き
夢
を

だ
に
み
で

              （『
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
恋
・
一
一
一
・
一
一
二
）

　
一
首
と
し
て
は
、〈
住
の
江
で
は
、
松
の
根
元
ま
で
波
が
寄
せ

る
。
し
か
し
、
つ
れ
な
い
あ
の
人
は
、
私
が
待
っ
て
い
て
も
寄
り

つ
か
な
い
。
私
は
夜
と
も
な
れ
ば
、
眠
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
夢
も
見
な

い
で
嘆
い
て
い
る
〉
と
「
待
恋
」
を
詠
ん
で
お
り
、『
温
故
抄
』

が
本
歌
と
す
る
先
の
抄
出
歌
と
同
じ
趣
向
で
あ
る
が
、
定
家
詠
で

は
「
波
」
や
そ
の
縁
語
「
寄
る
」、「
夢
」
と
い
っ
た
歌
材
が
加
わ
っ

て
い
る
。

　『
拾
遺
愚
草
』
の
古
注
釈
の
一
つ
『
拾
遺
愚
草
抄
出
聞
書
』
は
、

以
下
の
如
く『
古
今
和
歌
集
』歌（
恋
歌
二
・
五
五
九
・
藤
原
敏
行
）

を
「
す
み
の
江
の
」
詠
の
本
歌
と
認
定
し
つ
つ
、
定
家
が
詠
み
込

ん
だ「
夜
」や
そ
の
縁
語「
夢
」に
触
れ
た
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。

は
ま
っ
た
く
来
も
し
な
い
の
だ
か
ら
、
く
や
し
い
こ
と
に
私
は
世

間
の
人
か
ら
、
む
な
し
く
人
を
待
つ
、
と
言
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
〉

と
、
住
吉
の
松
に
事
寄
せ
て
待
つ
恋
を
詠
む
。『
拾
遺
抄
』、『
俊

頼
髄
脳
』、『
袋
草
紙
』、『
袖
中
抄
』
な
ど
に
も
見
え
、
左
注
の
如

く
住
吉
明
神
の
託
宣
と
す
る
伝
承
が
あ
る
。

　
ま
た
、『
俊
頼
髄
脳
』
で
は
「
良
き
節
に
、
優
な
る
事
具
し
た

る
歌
」
と
し
て
も
引
か
れ
て
お
り
、「
岸
」
に
「
来
し
」
を
、「
待
つ
」

に
「
松
」
を
掛
け
て
、
住
吉
の
岸
と
松
に
寄
せ
て
待
つ
恋
の
心
情

を
詠
み
こ
な
し
て
い
る
。「
す
み
よ
し
の
き
し
な
ら
ね
ど
も
人
し

れ
ぬ
心
の
う
ち
の
ま
つ
ぞ
わ
び
し
き
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』恋
三
・

七
四
〇
・「
題
不
知
」・
相
摸
）
は
、
当
該
抄
出
歌
に
拠
る
詠
と
い

え
よ
う
。

　
さ
て
、
続
い
て
記
載
さ
れ
る
二
首
の
例
歌
は
、
作
者
表
記
に
よ

れ
ば
両
歌
と
も
藤
原
定
家
の
詠
と
解
さ
れ
る
。
ま
ず
は
二
首
目
を

み
て
お
こ
う
。

　
詞
書
傍
線
部
②
「
建
保
三
年
内
大
臣
家
百
首
」（「
光
明
峯
寺
摂

政
家
百
首
」
と
も
）
は
、
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
九
月
十
三
夜

に
披
講
さ
れ
た
九
条
道
家
主
催
の
百
首
歌
で
、
慈
円
や
家
隆
ら

十
八
名
が
出
詠
し
て
い
る
（『
明
月
記
』
建
保
三
年
九
月
十
三
日

条
）。
定
家
は
『
拾
遺
愚
草
』
上
に
「
内
大
臣
家
百
首 

建
保
三
年

九
月
十
三
夜
講
」
と
し
て
、
百
首
全
て
を
収
載
し
て
お
り
、「
す

み
の
江
の
」
詠
は
名
所
に
寄
せ
た
恋
二
十
五
首
の
一
首
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
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『温故抄』下巻の欠文歌について

ら
検
索
し
た
と
こ
ろ
、歌
集
等
に
当
該
歌
を
確
認
し
得
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
残
存
す
る
本
文
か
ら
当
該
歌
が
定
家
詠
で
あ
る
可
能
性

を
探
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
詞
書
傍
線
部
①
「
建
仁
三
年
八
月
十
五

夜
和
歌
所
当
座
月
五
十
首
」
と
は
い
か
な
る
催
し
で
あ
ろ
う
か
。

『
温
故
抄
』
内
の
例
歌
で
同
じ
折
の
出
詠
歌
を
探
す
と
中
巻
に
以

下
の
詠
が
見
え
る
。
抄
出
歌
と
併
せ
て
掲
出
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
人
し
ら
す

　
〽�

月
夜
に
は
こ
ぬ
人
ま
た
る
か
き
く
も
り
雨
も
ふ
ら
な
ん
わ
び

つ
ゝ
も
ね
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
二
二
一
）

　
　
　
　�

月
の
あ
か
く
侍
け
る
夜
、
前
大
納
言
公
任
ま
う
で
き
た

り
け
る
を
、
す
る
こ
と
侍
て
を
そ
く
出
あ
ひ
侍
け
れ

ば
、
ま
ち
か
ね
て
か
へ
り
侍
け
れ
ば
、
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
務
卿
具
平
親
王

　
詞�

う
ら
め
し
く
か
へ
り
け
る
か
な
月
夜
に
は
こ
ぬ
人
を
だ
に
ま

つ
と
こ
そ
き
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
二
二
二
）

　
　
　
　
建
仁
元
年
十
一
月
院
句
題
五
十
首
雨
後
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
家
卿

　
　�

か
き
く
も
り
わ
び
つ
ゝ
ね
に
し
夜
比
だ
に
な
が
め
し
空
の
月

ぞ
は
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
二
二
三
）

　
　
　
　
建
長
三
年
八
月
十
五
夜
和
歌
所
月
五
首
に

続
古�
君
が
こ
ぬ
な
さ
け
の
ほ
ど
も
あ
ら
は
れ
て
し
ば
し
は
月
に
雲

の
か
ゝ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
二
二
四
）

　
庵
点
が
付
さ
れ
て
い
る
抄
出
歌
は
、『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
五
・

　
　�

住
の
江
の
松
の
ね
た
く
や
よ
る
波
の
よ
る
と
は
な
げ
く
夢
を

だ
に
み
で

　
　
　�
住
の
江
の
き
し
に
よ
る
波
よ
る
さ
へ
や
夢
の
か
よ
ひ
ぢ
人

め
よ
く
ら
ん

　
　
　�

序
歌
也
。
終
日
物
お
も
ひ
暮
し
て
、
よ
る
さ
へ
ね
ら
れ
ず

か
な
し
き
由
也
。

　
　
　
せ
め
て
夢
を
み
ば
な
ぐ
さ
ま
ん
物
を
と
也
。

　（
本
文
は
『
拾
遺
愚
草
古
注
』
(中)
（
昭
和
61
年
　
三
弥
井
書
店
）

　
現
代
の
注
釈
書
で
は
、
同
じ
『
古
今
和
歌
集
』
歌
を
本
歌
と
し

て
、
ま
た
補
注
で
は
参
考
と
し
て
「
忍
び
つ
つ
思
へ
ば
苦
し
住
の

江
の
松
の
ね
な
が
ら
あ
ら
は
れ
な
ば
や
」（『
拾
遺
和
歌
集
』恋
二
・

七
三
九
・
読
人
不
知
）
を
あ
げ
、「
松
の
ね
た
く
や
─
「
松
の
根
」

か
ら「
嫉ね
た

く
」と
続
け
る
」「
よ
る
浪
の
よ
る
─「
寄
る
」か
ら「
夜
」

と
続
け
る
」
と
指
摘
す
る（
２
）。『
温
故
抄
』
の
本
歌
の
認
定
が
古
注

釈
や
現
代
の
注
釈
書
と
一
致
し
な
い
一
例
で
あ
る
。

　
　
　

三　
『
温
故
抄
』
下
巻
の
例
歌
二
首
─
そ
の
２
─

　
さ
て
、『
温
故
抄
』
が
例
歌
と
し
て
あ
げ
た
一
首
目
は
、『
温
故

抄
』
三
巻
を
完
備
し
、
稿
者
が
翻
刻（
３
）す
る
際
に
底
本
と
し
た
内
閣

文
庫
本
と
、
下
巻
の
み
存
す
る
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
と
も
に
欠

文
と
な
っ
て
い
る
（
下
巻
の
み
存
す
る
も
う
一
本
の
伝
本
で
あ
る

彰
考
館
文
庫
本
は
未
見
）。
差
し
当
た
っ
て
、
残
存
す
る
本
文
か
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で
、「
き
」
の
字
で
始
ま
る
歌
で
あ
る（
４
）。

　
こ
の
折
の
定
家
の
出
詠
歌
は
、
従
来
「
き
み
が
こ
ぬ
」
詠
以
外

は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
と
思
し
い
が
、先
に
確
認
し
た『
温
故
抄
』

の
記
載
に
よ
れ
ば
「
き
し
も
せ
じ
」
詠
は
定
家
が
「
き
」
を
歌
頭

に
詠
み
込
ん
だ
二
首
の
内
の
一
首
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
既
に
先
行
研
究
が
指
摘
し
、
稿
者
も
確
認
し
た
如
く
、

『
温
故
抄
』
に
は
誤
記
載
や
脱
文
が
散
見
す
る
。
上
巻
か
ら
一
例

を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
日
吉
社
五
十
首
冬
　
　
　
　
　
定
家
卿

　
　�

な
が
む
れ
ば
袖
に
ぞ
こ
ほ
る
冬
の
月
影
み
し
水
は
な
み
だ
な

ら
ね
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
五
五
九
）

　
内
閣
文
庫
本
の
記
載
で
は
定
家
詠
だ
が
、他
書
所
伝
と
し
て『
玉

吟
集
』な
ど
に
同
歌
が
見
え
、明
ら
か
に
藤
原
家
隆
の
詠
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
例
が
存
す
る
『
温
故
抄
』
の
作
者
記
載
を
、
果

た
し
て
そ
の
ま
ま
信
じ
て
良
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
四　
『
温
故
抄
』
の
定
家
の
例
歌

　
先
述
し
た
よ
う
に
「
き
し
も
せ
じ
」
詠
は
、
定
家
の
手
に
よ
る

『
拾
遺
愚
草
』『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
や
、『
温
故
抄
』
に
先
行

す
る
勅
撰
集
や
私
撰
集
等
に
見
え
な
い
が
、
同
じ
「
建
仁
三
年
八

月
十
五
夜
和
歌
所
月
五
首
」
の
出
詠
歌
で
あ
る
「
君
が
こ
ぬ
」
詠

も
『
拾
遺
愚
草
』『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
に
は
見
え
ず
、
定
家

七
七
五
・「（
題
し
ら
ず
）」
の
読
人
不
知
詠
。
以
下
三
首
の
例
歌

が
あ
げ
ら
れ
、一
首
目
は
、集
付
け
に
あ
る
如
く
『
詞
花
和
歌
集
』

雑
上
・
三
〇
一
所
収
歌
で
三
奏
本
『
金
葉
和
歌
集
』
二
〇
六
、『
大

納
言
公
任
集
』
三
四
三
（
同
集
で
は
公
任
の
返
歌
も
記
載
）
に
も

み
え
る
村
上
天
皇
皇
子
の
具
平
親
王
詠
で
あ
る
。

　
具
平
親
王
詠
に
続
く
二
首
が
定
家
の
詠
で
、
一
首
目
は
『
拾

遺
愚
草
』
に
入
る
「
院
句
題
五
十
首
」
出
詠
歌
で
（
中
・

一
八
五
一
）、
二
首
目
は
『
続
古
今
和
歌
集
』
に
以
下
の
如
く
入

集
す
る
。

　
　
　
　
建
仁
三
年
八
月
十
五
夜
和
歌
所
月
五
首
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
中
納
言
定
家

　
　�

き
み
が
こ
ぬ
な
さ
け
の
ほ
ど
も
あ
ら
は
さ
で
し
ば
し
は
月
に

く
も
の
か
か
れ
な
　
　
　
　
　
　
　
　（
秋
歌
上
・
四
一
五
）

　『
温
故
抄
』
で
は
当
該
歌
の
詠
作
年
を
「
建
長
三
年
」（
一
二
五

一
）
と
す
る
が
、
当
該
歌
は
定
家
詠
と
断
じ
ら
れ
る
の
で
、
詠
作

年
が
定
家
没
後
は
有
り
得
ず「
建
仁
三
年
」の
誤
り
で
あ
ろ
う（
彰

考
館
文
庫
本
は
「
建
仁
」
と
す
る
）。
同
様
に
「
当
座
月
五
十
首
」

と
い
う
『
温
故
抄
』
の
記
載
も
他
書
所
伝
か
ら
「
月
五
首
」
が
正

し
い
で
あ
ろ
う
（
彰
考
館
文
庫
本
も
「
五
十
首
」
と
す
る
）。

　
諸
注
釈
書
が
指
摘
す
る
如
く
、
当
該
歌
は
、
後
鳥
羽
院
の
御
所

に
設
置
さ
れ
た
和
歌
所
で
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
八
月
十
五
夜

に
催
さ
れ
た
当
座
五
首
歌
会
で
「
あ
き
の
つ
き
」（
秋
の
月
）
の

五
字
を
一
字
ず
つ
歌
頭
に
置
い
て
詠
ま
れ
た
五
首
の
内
の
一
首
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『温故抄』下巻の欠文歌について

→
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
三
五
二
〇
）

　
　�

し
ら
露
を
も
と
あ
ら
の
萩
に
ぬ
き
と
め
て
風
た
え
ぬ
ま
の
月

を
こ
そ
ま
て

　
　
　 （�

中
巻
・
一
〇
八
五
・「
前
大
僧
正
慈
鎮
四
季
百
首
に
秋

花
」
→
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
三
五
六
六
）

　
　�

君
が
こ
ぬ
な
さ
け
の
ほ
ど
も
あ
ら
は
れ
て
し
ば
し
は
月
に
雲

の
か
ゝ
れ
る

　
　
　 （�

中
巻
・
一
二
二
四
・「
建
長
三
年
八
月
十
五
夜
和
歌
所

月
五
首
に
」
→
『
続
古
今
和
歌
集
』
四
一
五
）

　
　�

濱
千
ど
り
と
ま
ら
ば
雪
の
跡
も
う
し
な
き
て
も
い
は
ん
か
た

は
な
ぎ
さ
に

　
　
　 （�

中
巻
・
一
二
七
九
・「
前
大
僧
正
慈
鎮
四
季
百
首
に
冬

島
」
→
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
三
五
五
一
）

　
　�

か
へ
る
さ
は
都
ち
か
く
も
成
ぬ
べ
し
春
の
と
な
り
を
い
そ
ぐ

旅
人

　
　
　 （�

下
巻
・
一
九
一
九
・「
大
僧
正
慈
鎮
四
季
百
首
に
冬
旅
」

→
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
三
五
七
九
）

　
　�

た
つ
き
じ
の
か
り
ば
の
ま
し
葉
枯
は
て
ゝ
を
の
が
あ
り
か
の

か
げ
も
か
く
れ
ず

　
　
　 （�

下
巻
・
一
九
三
九
・「
大
僧
正
慈
鎮
四
季
百
首
に
冬
野
」

→
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
三
五
三
一
）

　
　�

か
げ
し
げ
み
む
す
ば
ぬ
さ
き
の
山
の
井
に
夏
な
き
と
し
と
松

風
ぞ
吹

没
後
に
成
立
し
た
『
続
古
今
和
歌
集
』
に
撰
入
し
た
こ
と
に
よ
り

（
後
に
冷
泉
為
久
撰
に
よ
る
『
拾
遺
愚
草
員
外
之
外
』
に
纏
め
ら

れ
る
）、
詠
歌
と
詠
作
年
次
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
前
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
温
故
抄
』
に
は
抄
出
歌
・
例
歌

を
含
め
二
三
三
〇
首
見
え
、
そ
の
内
例
歌
は
一
六
一
一
首
と
、
総

歌
数
の
七
割
を
占
め
る
が
、
そ
の
中
で
定
家
の
例
歌
は
三
九
九
首

と
群
を
抜
い
て
多
く
、
お
よ
そ
四
首
に
一
首
が
定
家
の
例
歌
で
あ

る
。

　
そ
れ
ら
定
家
の
例
歌
を
点
検
す
る
と
、
多
く
の
詠
が
定
家
が
正

編
と
位
置
付
け
る
『
拾
遺
愚
草
』
を
他
書
所
伝
と
す
る
が
、「
き

し
も
せ
じ
」「
君
が
こ
ぬ
」
詠
を
含
め
た
以
下
の
十
二
首
は
、『
拾

遺
愚
草
』
に
入
ら
な
い
詠
で
あ
る
。

　
　�

な
れ
〳
〵
て
下
葉
の
こ
ら
ず
を
く
露
に
あ
は
で
の
杜
の
秋
や

く
や
し
き

　
　
　 （�

上
巻
・
四
八
〇
・「
前
大
僧
正
慈
鎮
よ
ま
せ
し
四
季
百

首
秋
森
」
→
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
三
五
五
八
）

　
　�

我
や
と
は
人
め
も
草
も
く
さ
は
な
を
か
れ
て
も
た
て
る
心
な

が
さ
よ

　
　
　 （�

上
巻
・
五
五
六
・「
前
大
僧
正
慈
鎮
よ
ま
せ
し
四
季
百

首
に
冬
草
」
→
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
三
五
六
三
）

　
　�

ま
ど
ろ
ま
で
は
か
な
き
夢
の
み
え
し
よ
り
春
の
夜
ば
か
り
う

き
物
は
な
し

　
　
　 （�

中
巻
・
九
五
六
・「
前
大
僧
正
慈
鎮
四
季
百
首
に
春
夜
」
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　『
温
故
抄
』
中
の
定
家
の
例
歌
の
内
、『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』

を
他
書
所
伝
と
す
る
十
首
が
全
て
同
じ
百
首
歌
か
ら
の
撰
入
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
行
家
が
こ
れ
ら
を
『
温
故
抄
』
に
撰
入
し
た

際
の
資
料
は
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
で
は
な
く
、
百
首
歌
そ
の

も
の
も
し
く
は
そ
れ
ら
が
纏
め
ら
れ
た
別
の
資
料
で
あ
っ
た
こ
と

を
指
し
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
方
、
行
家
も
撰
者
の
一
人
で
あ
っ
た
『
続
古
今
和
歌
集
』
の

定
家
詠
を
見
る
と
、
五
十
六
首
を
数
え
る
入
集
歌
の
多
く
は
、『
拾

遺
愚
草
』『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
に
撰
入
す
る
が
、「
き
み
が
こ

ぬ
」
詠
を
含
め
以
下
の
四
首
は
両
集
に
見
え
な
い
。

　
　
　
　
た
つ
春
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る
　
前
中
納
言
定
家

　
　�

名
に
た
か
き
あ
ま
の
か
ぐ
山
け
ふ
し
こ
そ
く
も
ゐ
に
か
す
め

は
る
や
き
ぬ
ら
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
春
歌
上
・
一
）

　
　
　
　
名
所
花
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
　
　
前
中
納
言
定
家

　
　�

ひ
に
み
が
く
た
ま
き
の
み
や
の
さ
く
ら
ば
な
は
る
の
ひ
か
り

と
う
ゑ
や
お
き
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　（
春
歌
上
・
九
八
）

　
　
　
　
建
仁
三
年
八
月
十
五
夜
和
歌
所
月
五
首
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
中
納
言
定
家

　
　�

き
み
が
こ
ぬ
な
さ
け
の
ほ
ど
も
あ
ら
は
さ
で
し
ば
し
は
月
に

く
も
の
か
か
れ
な
　
　
　
　
　
　
　
　（
秋
歌
上
・
四
一
五
）

　
　
　
　 （
建
保
三
年
内
裏
七
首
歌
合
に
、
冬
夕
旅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
中
納
言
定
家

　
　�

ひ
き
む
す
ぶ
く
さ
ば
も
し
も
の
ふ
る
さ
と
は
く
る
る
ひ
ご
と

　
　
　 （�

下
巻
・
一
九
七
六
・「
大
僧
正
慈
鎮
四
季
百
首
に
夏
風
」

→
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
三
五
〇
一
）

　
　�
ゆ
く
人
の
お
も
ひ
か
ね
た
る
道
の
べ
を
い
た
く
な
ふ
き
そ
冬

の
川
か
ぜ

　
　
　 （�
下
巻
・
二
〇
二
九
・「
前
大
僧
正
慈
鎮
四
季
百
首
に
冬

河
」
→
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
三
五
四
三
）

　
　�

き
し
も
せ
じ
ね
た
く

わ
び
ぬ
月
に
は
な
の
れ
庭
の
松

か
ぜ 

　
　
　 （�

下
巻
・
二
一
四
〇
・「
建
仁
三
年
八
月
十
五
夜
和
歌
所

当
座
月
五
十
首
に
」）

　
　�

な
が
む
と
て
人
も
た
の
め
ず
月
も
出
ず
た
ゞ
山
の
は
の
秋
の

夕
暮

　
　
　 （�

下
巻
・
二
一
九
三
・「
前
大
僧
正
慈
鎮
四
季
百
首
に
秋

夕
」
→
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
三
五
一
八
）

　
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
十
二
首
は
、
定
家
の
手
に
よ
る
『
拾
遺
愚
草

員
外
雑
歌
』
所
収
歌
十
首
と
、
定
家
の
手
に
よ
る
両
歌
集
に
入
ら

な
い
二
首
に
分
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
内
、『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
に
入
る
定
家
詠
は
、全
て
「
前

大
僧
正
慈
鎮
四
季
百
首
」
出
詠
歌
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
当
該
百
首
は
、
四
季
題
百
首
と
も
い
わ
れ
、
承
久
二
年

（
一
二
二
〇
）
秋
、
定
家
五
九
歳
の
時
に
、
慈
円
の
勧
め
に
よ
っ

て
詠
ん
だ
も
の
で
、
全
二
〇
題
・
各
題
四
首
か
ら
な
る
。
同
じ
時

の
詠
は
慈
円
の『
拾
玉
集
』や
家
隆
の『
玉
吟
集
』に
も
見
出
せ
る
。
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『温故抄』下巻の欠文歌について

歌
で
、
こ
ち
ら
も
『
雲
葉
和
歌
集
』
に
入
集
す
る
。

　
　
　
　
冬
夕
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
中
納
言
定
家

　
　�

ひ
き
む
す
ぶ
く
さ
葉
も
霜
の
ふ
る
さ
と
は
く
る
る
ひ
ご
と
に

と
ほ
ざ
か
り
つ
つ
　
　  （『
雲
葉
和
歌
集
』
冬
歌
・
七
八
〇
）

　
こ
の
よ
う
に
『
続
古
今
和
歌
集
』
に
入
集
す
る
定
家
詠
の
内
、

『
拾
遺
愚
草
』『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
に
見
え
な
い
四
首
中
、「
き

み
が
こ
ぬ
」
詠
以
外
の
三
首
は
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
反
御
子
左
派

の
手
に
よ
る
私
撰
集
に
入
集
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
先
述
し
た
『
名
号
七
字
十
題
和
歌
』
が
「『
秋
風
集
』
や
『
万

代
集
』
と
い
っ
た
反
御
子
左
派
の
撰
集
の
選
歌
資
料
と
な
っ
た
経

緯
に
は
、
新
た
に
確
認
で
き
た
知
家
（
蓮
性
）
の
出
詠
を
関
係
づ

け
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
の
指
摘
も
見
え（
８
）、『
温

故
抄
』
に
「
き
し
も
せ
じ
」
詠
が
例
歌
と
し
て
掲
出
さ
れ
た
の
も

行
家
の
手
元
に
何
ら
か
の
和
歌
資
料
が
存
し
て
い
た
こ
と
を
指
し

示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
五　
「
き
し
も
せ
じ
」
詠
に
つ
い
て

　
さ
て
、「
き
し
も
せ
じ
」
詠
は
、
内
閣
文
庫
本
と
肥
前
島
原
松

平
文
庫
本
と
で
は
本
文
に
異
同
が
あ
り
、
以
下
の
如
く
前
者
で
は

六
文
字
分
が
欠
文
、
後
者
で
は
四
文
字
分
が
欠
文
と
な
る
。
残
存

す
る
本
文
か
ら
ど
の
よ
う
な
詠
歌
内
容
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う

か
。

に
と
ほ
ざ
か
り
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　（
羈
旅
歌
・
九
〇
六
）

　
こ
の
内
、
一
首
目
は
、『
続
古
今
和
歌
集
』
の
巻
頭
歌
に
据
え

ら
れ
る
『
名
号
七
字
十
題
和
歌
』
の
七
十
首
中
の
一
首
で
、
嘉
禎

三
年
（
一
二
三
七
）
定
家
七
十
六
歳
の
詠
で
あ
る
。
当
該
七
十
首

を
め
ぐ
っ
て
は
、
兼
築
信
行
氏
に
「
当
初
定
家
自
身
の
発
意
に
よ

る
詠
作
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
披
見
し
た
昵
懇
の
覚
寛
が
い
わ
ば

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
形
で
、
詠
歌
に
実
績
の
あ
る
定
家
の
近
親
・

縁
者
な
い
し
高
弟
と
い
う
ご
く
ご
く
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
、
定
家

作
に
和
す
る
企
画
を
催
行
し
た
」
と
の
指
摘
が
見
え
る（
５
）。
当
該
歌

は
、
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
閏
九
月
二
十
六
日
以
降
成
立
と
目

さ
れ
て
い（
６
）る
藤
原
光
俊
撰
の
『
秋
風
和
歌
集
』
で
も
春
歌
上
の
巻

頭
に
据
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
二
首
目
は
、
同
じ
く
『
秋
風
和
歌
集
』
を
他
書
所
伝
と

す
る
ほ
か
、
藤
原
基
家
撰
、
建
長
五
年
三
月
か
ら
同
六
年
三
月
ま

で
に
成
立
し
た
と
さ
れ（
７
）る
『
雲
葉
和
歌
集
』
に
も
以
下
の
如
く
撰

入
す
る
。

　
　
　
　
だ
い
し
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
前
中
納
言
さ
だ
い
へ

　
　�

ひ
に
み
が
く
た
ま
き
の
み
や
の
さ
く
ら
花
は
る
の
ひ
か
り
と

う
ゑ
や
お
き
け
ん
　
　  （『
秋
風
和
歌
集
』
春
歌
下
・
六
六
）

　
　
　
　
名
所
花
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
中
納
言
定
家

　
　�

日
に
み
が
く
た
ま
き
の
み
や
の
さ
く
ら
花
は
る
の
ひ
か
り
と

う
ゑ
や
お
き
け
ん
　  （『
雲
葉
和
歌
集
』
春
歌
中
・
一
〇
二
）

　
さ
ら
に
四
首
目
は
、
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
冬
題
歌
合
出
詠
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　�

月
の
あ
か
ゝ
り
け
る
夜
、
女
の
い
か
な
る
こ
と
か
み
え

つ
げ
ら
れ
た
り
け
む
、
か
く
い
ひ
た
り
し

　
　��

な
の
ら
ね
ど
人
の
こ
ゝ
ろ
ぞ
あ
ら
は
れ
し
く
も
ら
ぬ
月
の
か

げ
見
え
し
か
ば
　
　
　
　
　
　  （『
範
永
朝
臣
集
』
一
四
七
）

　
　
　
　（�

そ
ね
の
よ
し
た
ゞ
が
、
但
馬
に
て
、
い
つ
し
の
宮
に

て
、
な
の
り
そ
と
い
ふ
も
の
を
よ
め
、
と
い
へ
ば
）

　
　�

あ
か
月
の
ま
が
き
に
み
ゆ
る
あ
さ
が
ほ
は
な
の
り
ぞ
せ
ま
し

我
に
か
は
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　  （『
重
之
集
』
二
〇
四
）

　
　�

冬
ふ
か
き
有
明
の
つ
き
の
あ
け
が
た
に
名
の
り
て
い
づ
る
雲

の
う
へ
人
　
　
　  （『
六
百
番
歌
合
』
仏
名
・
五
九
八
・
隆
信
）

　
ま
た
、定
家
詠
以
外
で
は
、『
範
永
朝
臣
集
』に
作
者
が
噂
の
立
っ

て
し
ま
っ
た
女
に
詠
み
送
っ
た
例
が
み
え
る
。
ま
た
『
重
之
集
』

に
は
、曾
禰
好
忠
か
ら
「
莫
告
藻
」（
な
の
り
そ
、「
ほ
ん
だ
わ
ら
」

（
海
藻
の
一
種
）
の
異
名
）
で
物
名
歌
を
求
め
ら
れ
詠
じ
た
一
首

が
み
え
、「
名
乗
り
そ
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。『
六
百
番
歌
合
』

に
は
仏
名
会
の
題
で
詠
ま
れ
た
藤
原
隆
信
の
和
歌
が
み
え
、
自
分

の
名
を
告
げ
て
仏
名
会
を
退
出
す
る
宮
中
の
人
々
の
様
子
が
詠
ま

れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、「
庭
」「
松
」「
風
」
を
詠
み
込
ん
だ
詠
が
、『
拾
遺
愚

草
』『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
に
以
下
の
如
く
み
え
る
。

　
　
　
　
薄
暮
松
風

　
　�

う
へ
置
し
わ
が
物
か
ら
の
庭
の
松
夕
は
風
の
こ
ゑ
ぞ
く
る
し

き
　  （『
拾
遺
愚
草
』「
関
白
左
大
臣
家
百
首
」・
一
五
八
二
）

　
　�

き
し
も
せ
じ
ね
た
く

わ
び
ぬ
月
に
は
な
の
れ
庭
の
松

か
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内
閣
文
庫
本
）

　    �
き
し
も
せ
じ
ね
た
く

わ
び
は
て
ぬ
月
に
は
な
の
れ
庭

の
ま
つ
か
ぜ
　
　
　
　
　
　
　   （
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
）

　
初
句
「
き
し
も
せ
じ
」
は
、「
す
み
よ
し
の
き
し
も
せ
じ
と
や

お
も
ふ
ら
ん
ま
つ
て
ふ
こ
と
の
み
え
ず
も
あ
る
か
な
」（『
古
今
和

歌
六
帖
』
二
八
三
六
・
大
伴
郎
女
）
等
の
例
が
見
え
、
注
釈
書
に

は
「「
来
し
も
せ
じ
」
は
、「
来
こ
じ
」
に
同
じ
。「
し
も
」
は
、
強

意
の
副
助
詞
」
と
の
指
摘
が
み
え
る（
９
）。『
温
故
抄
』
が
本
歌
と
認

定
す
る
前
掲
『
拾
遺
和
歌
集
』
歌
と
同
じ
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
。

　「
わ
び
ぬ
」（
詫
び
ぬ
）、「
わ
び
は
て
ぬ
」（
詫
び
果
て
ぬ
）
は
、

い
ず
れ
も
気
落
ち
し
て
し
ま
っ
て
い
る
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
お

り
、
動
作
主
体
は
一
首
の
中
の
視
点
人
物
で
あ
ろ
う
。

　
下
の
句
の
「
名
乗
る
」
は
「
庭
の
松
風
」
に
名
乗
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
が
、
定
家
の
詠
「
五
月
雨
の
ふ
る
の
神

杉
す
ぎ
が
て
に
こ
だ
か
く
な
の
る
郭
公
か
な
」（『
拾
遺
愚
草
』

二
二
一
三
・「
建
仁
二
年
三
月
六
首
め
さ
れ
し
、
夏
歌
」）、「
色
は

ま
だ
わ
か
れ
ぬ
軒
の
あ
や
め
草
さ
月
と
な
の
る
あ
け
暮
の
空
」

（『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
三
五
〇
九
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
郭

公
」「
軒
の
あ
や
め
」が
名
乗
る
主
体
で
あ
り
、後
鳥
羽
院
に
は「
あ

さ
く
ら
や
き
の
ま
ろ
と
の
に
す
む
月
の
光
は
な
の
る
心
ち
こ
そ
す

れ
」（『
後
鳥
羽
院
御
集
』
四
〇
）
と
、
月
の
光
が
名
乗
る
主
体
と

な
る
例
が
見
え
る
。

（
10
）
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『温故抄』下巻の欠文歌について

け
む

　
　�

の
ど
か
な
ら
ん
ま
で
と
や
人
の
ち
ぎ
り
け
ん
あ
れ
た
る
庭
の

秋
の
よ
の
月

　
　�

津
の
く
に
の
な
に
は
わ
た
り
は
月
の
秋
わ
す
れ
ね
い
ま
は
春

の
明
ぼ
の
　

　
　�

き
て
と
は
ん
人
の
あ
は
れ
と
思
ふ
ま
で
す
め
か
し
秋
の
山
ざ

と
の
月

　
　
　（�『
後
鳥
羽
院
御
集
』一
六
二
四
、一
六
二
五
、一
六
二
六
、

　
　
　  

一
六
二
七
、一
六
二
八
）

　
後
鳥
羽
院
は
五
首
の
和
歌
全
て
に
直
接
「
秋
」「
月
」
を
詠
み

込
ん
で
お
り
、
定
家
の
詠
み
方
と
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
、
三
首

目
の
「
の
ど
か
な
ら
ん
」
詠
は
「
年
を
経
て
住
み
こ
し
里
を
出

で
て
い
な
ば
い
と
ど
深
草
野
と
や
な
り
な
む
」（『
伊
勢
物
語
』

一
二
三
段
、『
古
今
和
歌
集
』
雑
下
・
業
平
）
を
本
歌
と
し
た
恋

歌
と
解
し
得
る
。

　
一
方
、
定
家
の
「
君
が
こ
ぬ
」
詠
で
は
「
秋
」
を
詠
み
込
む
こ

と
な
く
、
待
ち
人
が
訪
れ
な
い
心
情
を
月
に
寄
せ
て
詠
ん
で
い

る
。
こ
の
場
合
の
「
君
」
は
友
人
な
の
か
恋
人
な
の
か
判
然
と
し

な
い
が
、後
者
で
あ
る
な
ら
恋
人
が
訪
れ
な
い
の
は「
飽
き
が
た
」

を
連
想
さ
せ
、そ
こ
に
「
秋
」
を
響
か
せ
る
趣
向
か
も
し
れ
な
い
。

　
も
し
そ
の
よ
う
な
意
図
を
認
め
て
よ
い
の
で
あ
れ
ば
、「
き
し

も
せ
じ
」詠
も
言
外
に「
秋
」を
響
か
せ
る
よ
う
な
仕
立
て
と
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
例
え
ば
、
恋
人
を
待
ち

　
　
　
　�

深
閉
竹
間
扉
、
静
払
松
下
地
、
独
嘯
晩
風
前
、
何
人
知

此
意

　
　�
ゆ
ふ
ま
ぐ
れ
竹
の
葉
山
に
か
く
ろ
へ
て
独
や
す
ら
ふ
庭
の
松

か
ぜ  （『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』「
文
集
百
首
」・
三
四
六
三
）

　
前
者
で
は
、（
自
ら
植
え
て
お
き
な
が
ら
、
夕
方
に
な
る
と
庭

の
松
を
吹
く
風
の
音
が
寂
し
く
、
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
）
と

詠
じ
ら
れ
、
後
者
で
は
、（
夕
暮
れ
、
竹
の
生
い
茂
っ
た
山
の
麓

の
庵
に
隠
れ
て
、
庭
の
松
風
を
聞
い
て
独
り
生
を
養
っ
て
い
る
）

と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
も
う
一
首
の
定
家
の
「
き
」
の
字
詠
「
君
が
こ
ぬ

な
さ
け
の
ほ
ど
も
あ
ら
は
れ
て
し
ば
し
は
月
に
雲
の
か
ゝ
れ
る
」

は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
待
つ
恋
を
詠
ん
で
い
る
（
他
書
所
伝
で

は
三
句
目
は
「
あ
ら
は
れ
て
」）。「
あ
き
の
つ
き
」
の
五
首
の
連

作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
に
は
直
接
明
示
し
な
い
が
、
秋
と
な

り
来
訪
の
途
絶
え
が
ち
と
な
っ
た
恋
人
を
待
つ
心
情
を
詠
み
込
ん

だ
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
方
、「
建
仁
三
年
八
月
十
五
夜
和
歌
所
月
五
首
」
の
主
催
者

で
あ
る
後
鳥
羽
院
の
詠
は
、
五
首
全
て
が
残
る
。

　
　
　
同
八
月
十
五
夜
和
歌
所
当
座
五
首

　
　
　
　
月
ア
キ
ノ
ツ
キ
、
此
五
字
渉
五
首
置
初
一
字

　
　�

あ
ふ
み
の
や
な
が
ら
の
山
の
秋
風
に
雲
こ
そ
な
け
れ
か
ら
さ

き
の
月

　
　�

北
へ
さ
り
し
雁
も
今
夜
の
月
ゆ
へ
や
秋
は
都
と
ち
ぎ
り
を
き

（
11
）
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抄
の
項
（
池
尾
和
也
氏
執
筆
）
参
照
。

（
２�

）久
保
田
淳
氏『
藤
原
定
家
全
歌
集
』上（
平
成
29
年
　
筑
摩
書
房
）

参
照
。

（
３�

）
尼
﨑
こ
こ
ろ
・
財
津
奈
々
・
藤
川
「［
翻
刻
］『
温
故
抄
』（
上
）」（『
尾

道
市
立
大
学
芸
術
文
化
学
部
紀
要
』
18
号
　
令
和
元
年
三
月
）
他
。

な
お
、
一
連
の
翻
刻
に
は
誤
り
が
多
く
、
今
後
あ
ら
た
め
た
い
。

（
４�

）
前
掲
（
２
）『
藤
原
定
家
全
歌
集
』
下
他
参
照
。

（
５�

）「
藤
原
定
家
最
晩
年
の
感
懐
―
『
名
号
七
字
十
題
和
歌
』
の
述
懐

歌
か
ら
」（『
国
文
学
研
究
』
１
８
６
号
　
平
成
30
年
10
月
）。

（
６�

）
前
掲
（
１
）
秋
風
和
歌
集
の
項
（
木
村
尚
志
氏
執
筆
）
参
照
。

（
７�

）
前
掲
（
１
）
雲
葉
和
歌
集
の
項
（
安
田
徳
子
氏
執
筆
）
参
照
。

（
８
）
前
掲
（
５
）
参
照
。

（
９�

）「
和
歌
文
学
大
系
」『
古
今
和
歌
六
帖
』（
下
）（
令
和
２
年
　
明
治

書
院
）
当
該
歌
脚
注
参
照
。

（
10�

）「
新
注
和
歌
文
学
叢
書
」『
範
永
集
新
注
』（
平
成
28
年
　
青

舎
）、

「
私
家
集
全
釈
叢
書
」『
源
重
之
集 

子
の
僧
の
集 

重
之
女
集
』（
昭

和
63
年
　
風
間
書
房
）、「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」『
六
百
番
歌
合
』

（
平
成
10
年
　
岩
波
書
店
）
等
参
照
。

（
11�
）「
和
歌
文
学
大
系
」『
後
鳥
羽
院
御
集
』（
平
成
９
年
　
明
治
書
院
）

参
照
。

─
ふ
じ
か
わ
・
よ
し
か
ず
　
日
本
文
学
科
教
授
─

わ
び
る
視
点
人
物
が
、
庭
の
松
を
吹
く
風
に
対
し
て
、
せ
め
て
風

だ
け
で
も
そ
の
訪
れ
を
照
り
輝
く
秋
の
月
に
知
ら
せ
よ
と
訴
え
る

詠
と
し
て
解
せ
ま
い
か
。

　
　
　
お
わ
り
に

　
以
上
、『
温
故
抄
』
に
み
え
る
欠
文
歌
に
つ
い
て
、『
温
故
抄
』

内
外
の
用
例
を
見
渡
し
つ
つ
検
討
し
た
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
当
該
欠
文
歌
が
一
首
と
し
て
ど
の
よ
う
な
詠

歌
内
容
な
の
か
は
も
と
よ
り
、
定
家
詠
か
否
か
す
ら
、
充
分
な
結

論
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
現
時
点
で
は
「
建
仁
三
年
八
月
十
五
夜
和
歌
所
月
五
首
」
の
折

に
出
詠
さ
れ
た
定
家
詠
で
あ
る
可
能
性
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し

て
、
ひ
と
ま
ず
稿
を
閉
じ
た
い
。

＊
『
温
故
抄
』
本
文
は
内
閣
文
庫
本
に
よ
り
、
適
宜
肥
前
島
原
松

平
文
庫
本
を
参
照
し
た
。
ま
た
本
文
の
表
記
を
一
部
あ
ら
た
め

た
。
和
歌
の
引
用
は
、
私
家
集
は
「
私
家
集
大
成
」
に
拠
り
、
そ

れ
以
外
は
原
則
と
し
て
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
拠
っ
た
。
引
用
に

際
し
て
は
一
部
表
記
を
あ
ら
た
め
た
。

〔
注
〕

（
１�

）『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
平
成
26
年
　
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
温
故


